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研究成果の概要（和文）：顎関節症に関連する筋痛の原因として，Glaros(1998)らの研究に始まる微弱かつ持続的な筋
活動が筋痛の原因とする考えが注目されている。これは，最近注目を浴びているTooth Contacting Habit (TCH)の概念
とも整合性があり注目されている。
本研究では，口腔顔面痛の既往を有するグループと有さないグループを対象として昼夜筋電図を採得し，解析を行った
。その結果，特に微弱な筋活動については長時間持続する低レベルのクレンチングが特徴的であることが観察された。
またこの発現持続時間は，両群の間で有意の差が認められた。

研究成果の概要（英文）：Weak and long lasting muscle activity has been suggested to play an important 
role in the etiology of myofascial pain in TMD patient (Glaros, 1998). This concept seems to be 
consistent with the concept of Tooth Contacting Habit (TCH).
In this project, whole day recording of EMG for masseter muscle was achieved for pain group and non-pain 
group. Characteristic long lasting weak EMG activity could be observed in pain group. Statistical 
analysis revealed that the duration of the activity was significantly different between these groups.

研究分野：歯科補綴学
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１．研究開始当初の背景 
 顎関節症に関する筋痛の原因解明として，
歴史的には過剰な筋活動が Vicious cycle の
引き金となって筋症状を引き起こすと考え
られていたが，その後の研究によって，最大
咬みしめの 20％程度の筋活動の持続で誘発
される筋痛については比較的短期に訓練効
果が発現し，慢性的な筋痛に結びつかないこ
とが示されている。 
 一方，Glaros(1998)らの研究に始まる微弱
かつ持続的な筋活動が筋痛の原因とする考
えは，精神的ストレスと筋痛の関連づけにつ
いて容易であり，また，その臨床効果ゆえに
最近注目を浴びている Tooth Contacting 
Habit (TCH)の概念とも整合性があり原因因
子として注目されている。この可能性につい
ては代表的なレビュー(Svensson, 2008)にお
いても強く示唆されている。このような観点
から，ごく微弱かつ継続的な閉口筋筋活動を
定量的に評価することは、顎関節症の発症機
序解明において現在最も期待されている重
要な解析内容の一つであると考えられる。 
 しかし，従来の携帯型筋電図では，その波
形の一例を下図に示すように，ベースライン
ノイズを小さくすることが困難であり，微弱
な筋活動を観察できなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最近我々は新しい筋電図記録システムを
開発し，下図に波形の一例をに示すように非
常に低いベースラインノイズで精度の高い
筋電図を採得することに成功している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに，このシステムはごく軽量で容易に携
帯可能であり，さらに条件を整えれば 24 時
間を超えた高精度長時間記録が可能という
大きな特徴を有している。これらのレベルを

満たす高精度の筋電図記録は，世界的にも報
告の例をみない。したがって，このＥＭＧ計
測装置を用いて咬筋の微弱な筋活動を解析
することによって，この領域の世界的なブレ
ークスルーを達成できると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 顎関節症に伴って認められる筋筋膜疼痛
の発生原因については現時点ではまだ明ら
かになっていない。最近，日中の弱い持続性
の咬みしめが，Tooth Contacting Habit 
(TCH)という概念として臨床で注目を浴びて
おり，微弱かつ持続的な筋活動が筋痛の原因
となり得るとする考えが現在有望視されつ
つある。しかし，ごく軽度の閉口筋活動を日
常生活活動中に安定して計測することはこ
れまでの方法では非常に困難であり，ほとん
ど報告されていない。我々は，これまでに新
しい携帯型高精度筋電図記録システムを作
製し，微弱な筋活動電位を計測する基礎的方
法を最近になって可能とした。本研究はこの
システムを用いて，覚醒時ならびに睡眠中の
微弱な筋活動を持続的に計測評価し，顎関節
症に関連する筋症状の発現メカニズムを解
明することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
１）日中の微弱な咬筋 EMG の計測に障害とな
る因子として，会話時の表情筋などの活動が
咬筋筋電図に及ぼす影響を正確に除去する
方法を確立するために、音声センサを応用し
た発話識別システムを開発した。 
２）微弱な咬筋 EMG の定量化に必要とされる
キャリブレーションの手法を確立した。 
３）正常者および顎機能異常者における夜間
及び日中の咬筋 EMG を計測し、その特性を定
量的に示した。 
 
４．研究成果 
 
１）VOX 回路を応用して、発話識別システム
を完成させた。このシステムを用いて、実発
話時間と，識別会話時間を比較したグラフを
下図に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Kumazaki et al., 2014 より引用） 
このグラフに示されるように、両者には高い
相関関係が認められ、実用に足る識別能力が



示された。 
 
２）キャリブレーションについて、規定され
た咬合力を用いた標準化が望ましいと考え
られたことから、下図に一例を示すように
100グラム重から2000グラム重の負荷をキャ
リブレーターを用いて作用させた。その結果、
500g・fおよび 2000g・fの 2点を基準として
標準化することが望ましいことが明らかに
なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Kumazaki et al., 2014 より引用） 
 
３）正常者および顎機能異常者における夜間
及び日中の咬筋 EMG を計測し、特に微弱な筋
活動についての解析を行った。その結果、高
頻度で観察される低レベルクレンチングの
筋活動はほぼ 10.1％MVC と 3.8%MVC の
間に存在すると考えられた。また，この範
囲の低レベルクレンチングの発現持続時間
は，口腔顔面領域の疼痛経験群と非経験群
との間で有意の差が認められた。特に日中
の低レベルクレンチングの持続時間はこれ
らの群間において有意の差があることが示
された。 
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